
⽬は⼝ほどに物を⾔う 看護部⻑ 岡⽥ 知⼦

新型コロナウィルスの影響で、マスク姿が⽇常の⾵景となりました。街で
すれ違う⼈々が皆マスクで⿐と⼝を覆っている光景を⾒ると少し怖い感じも
します。感染防⽌には必要なマスクですが、「⾔葉が聞き取りにくい」「⼝
元の表情が分かりにくい」とコミュニケーションという点では少々不便なこ
ともあります。
マスクを着けていると気になるのは「⽬」。「⽬は⼝ほどに物を⾔う」と

いうことわざがありますが、では⽬の表情だけでどんなことがわかるのでし
ょうか︖
⼈の印象は55％⾒た⽬で決まる︕と⾔われています。第⼀印象で特に重要

視しているのは「顔」が71％と最も多く、顔の中でも84％が「⽬」を重要視しているというデータが
あります。⽬は強い印象を持っているのですね。霊⻑類の中で、「⽩⽬」を持っているのは⼈間だけで、
私たちの⽬は意思疎通をしやすいように進化を重ねてきているそうです。例えば、男性は隠し事をする
ときに⽬をそらし、⼥性はじっと相⼿の⽬を⾒る、と⾔われています。⽬が泳いでいるのは「迷い」
だったり「不安」の表れ、かつ、記憶を呼び起こそうとしているときでもあります。視線が上向きの時
は、受動的な⼼理状態を表していますし、逆にした向きの場合は、相⼿より上に⽴とうとしていること
を表すと⾔われています。
マスクやソーシャルディスタンスなど何かと不⾃由な今⽇この頃ですが、患者さんやご家族にできる

だけ安⼼していただけるよう、アイコンタクトを上⼿に使いより良いコミュニケーションを図っていき
たいと思います。これから寒い季節になり、インフルエンザとの同時流⾏も懸念されています。もうし
ばらくマスク着⽤にご協⼒お願いします。
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得意分野は「⽇常⽣活動作」です︕ リハビリテーション科 技師 中川 勇希

アンパンマンエプロンの導⼊ ⼩児科

⼩児専⾨看護師の提案の元、病院受診の不安軽減、より親しみやすいはびきの
⼩児科を⽬指して、８⽉１７⽇より外来Nsがアンパンマンエプロンを着⽤するよ
うになりました。
絵柄は７A病棟メンズNsチョイスです。ベテランNsはちょっと恥ずかしい様⼦

もありますが、⼦どもたちには好評です。さすがアンパンマン︕今まで泣いてい
た⾝⻑・体重・バイタル測定で⼦どもたちが泣くことが少なくなりました。


